２．将来の夢宣言（２）
～BINGO～

目標：I want to be~.の表現を使って、自分のなりたい職業を言うことができる。
対象：小学校6年生
時間：15分
準備：ワークシート、くじ引き用の番号

このタスクの進め方
○Pre-task
１．チャンツ ”What do you want to be?”を歌い、夢を訪ねる表現を知る。
２．ステレオゲームをやり、一人でI want to be~.の表現を言えるように練習する。

○Task
１．なりたい職業を、単語の中から一つ選ぶ。
２．教師は黒板を使い、インタビューのやり方をデモする。
A: Hello. What do you want to be?
B: I want to be a teacher. What do you want to be?
A: I want to be a doctor. 
A, B: Thank you.





３．児童はワークシートとペンを持ち、時間内にできるだけ多くの人に将来の夢を尋ねる。
４．友達の名前と将来の夢をワークシートのマスに書く。
５．全員9マス埋められたら、着席する。
６．教師は児童の出席番号のくじから、ランダムに一枚選ぶ。
７．当たった児童に対して、全員で夢を尋ね、答える。
８．その児童の名前がある人は、そのマスに丸を付ける。
９．できるだけ多くのビンゴをつくれた児童が勝ち。

ワンポイント・アドバイス
・普通のビンゴの応用であるため、デモを一つ一つ丁寧に見せ、指示を明確にする。
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